
ＡＩネットワーク社会推進会議 ＡＩガバナンス検討会 ／ ＡＩ事業者ガイドライン検討会 

「ＡＩによるリスク」の検討ワーキンググループ 開催要綱 

 

１ 目的  

「ＡＩによるリスク」の検討ワーキンググループ（以下「本 WG」という。）は、総務省のＡ

Ｉネットワーク社会推進会議ＡＩガバナンス検討会、及び経済産業省のＡＩ事業者ガイドライ

ン検討会（以下併せて「両検討会」という。）の検討事項のうち、ＡＩ事業者ガイドライン（第

1.2 版）の別添（付属資料）1.第 1部 B（p.18～27）における「ＡＩによるリスク」の項目に関

連するものの検討を目的として、両検討会の下に置く。 

 

２ 名称  

本 WG は、『「ＡＩによるリスク」の検討ワーキンググループ』と称する。 

 

３ 検討事項  

ＡＩ事業者ガイドライン第 1.2 版の別添（付属資料）1.第 1 部 B（p.18～27）における「Ａ

Ｉによるリスク」の更新等に向けた論点 

 

４ 構成及び運営  

（１）本 WGの座長は、両検討会の座長が選任することとする。 

（２）本 WGの構成員は、別紙のとおりとする。 

（３）本 WGの構成員は、中立の立場をもって、専門的知見に基づき議論を行う。 

（４）座長は本 WGを招集する。 

（５）座長は、必要があると認めるときは、座長代理を指名することができる。 

（６）座長代理は座長を補佐し、座長不在のときは座長に代わって本 WGを招集する。 

（７）座長は、必要に応じ、オブザーバーを招聘することができる。 

（８）座長は、必要に応じ、構成員以外の関係者の出席を求め意見を聴くことができる。 

（９）その他、本 WGの運営に必要な事項については、座長が定めるところによる。 

 

５ 議事の公開  

（１）本 WGは、原則として公開とする。ただし、座長が必要と認める場合については、非公

開とする。 

（２）本 WGで使用した資料は、原則として、総務省及び経済産業省のウェブサイトに掲載

し、公開する。ただし、公開することにより当事者若しくは第三者の利益を害するお

それがある場合又は座長若しくは資料提出者が必要と認める場合は、資料の全部又は

一部を非公開とする。 

（３）本 WGのうち、非公開とするものについては、原則として、その終了後に、議事要旨を

作成し、本 WGの構成員の確認を経た上で、総務省及び経済産業省のホームページに掲

載し、公開する。ただし、座長又は本 WGの構成員が必要と認める場合は、議事要旨の

全部又は一部を非公開とすることができる。 

 

６ 開催時期  

本 WG は、令和８年８月から開催する。 

 

７ 庶務  

本 WG の庶務は、総務省国際戦略局国際戦略課ＡＩ政策推進室、経済産業省商務情報政策局

情報経済課及びＡＩセーフティ・インスティテュート（ＡＩＳＩ）が合同で行う。 

 

 

 

  



（別紙） 

「ＡＩによるリスク」の検討ワーキンググループ 構成員 

 

座長 中川 裕志 東京大学名誉教授、 

理化学研究所 革新知能統合研究センター 客員主管研究員 

構成員 井上 真夢 Ubie株式会社アクセラレーター本部代表・政策渉外参事、 

日本デジタルヘルス・アライアンス 信頼できる AI のイノベーシ

ョン推進委員会委員長 

 浦野 憲二 ソフトバンク株式会社 技術統括 IT 戦略本部 デジタルガバナン

ス企画部 部長 

 近藤 則子 老テク研究会 事務局長 

 財津 健次 楽天グループ株式会社 執行役員 兼 情報セキュリティ・プライバ

シーガバナンス部 ジェネラルマネージャー、 

楽天モバイル株式会社情報セキュリティガバナンス本部 本部長 

 佐藤 竜介 FDUA 生成 AIWG長、 

東京海上ホールディングス株式会社 AI・データ推進部 

 柴山 吉報 一般社団法人日本ディープラーニング協会、 

阿部・井窪・片山法律事務所 弁護士 

 原田 拓弥 株式会社 NTTデータ経営研究所 ビジネストランスフォーメーショ

ンユニット シニアコンサルタント 

 松井 健 ugo株式会社 代表取締役 CEO 

（敬称略。座長を除き、五十音順） 

 


